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21
世
紀
の
日
本
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

岸
田
首
相
は
「
賃
金
を
上
げ
る
」
こ
と

を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
、
よ
う
や
く
日

本
で
21
世
紀
に
入
っ
て
採
っ
て
き
た
新
自

由
主
義
政
策
へ
の
反
省
が
政
治
の
俎
上
に

上
っ
た
。
先
進
35
カ
国
が
加
盟
し
て
い
る

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
開
発
協
力
機
構
）
で
２

０
２
１
年
か
ら
の
「
一
国
の
平
均
年
収
」

を
見
る
と
、
増
加
し
て
い
な
い
の
は
日
本

だ
け
で
、
し
か
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
こ

の
間
日
本
の
消
費
者
物
価
は
上
昇
し
て
い

る
の
で
、
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
か
ら
見

て
、
日
本
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
不

況
で
所
得
が
上
が
ら
な
い
の
に
物
価
が
上

が
る
、
ス
タ
グ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
不
況
と
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
物
価
上
昇
の
合
成

語
）
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

　

イ
ン
フ
レ
は
、
①
「
デ
マ
ン
ド
プ
ル
・

イ
ン
フ
レ
」
と
、
②
「
コ
ス
ト
プ
ッ
シ

ュ
・
イ
ン
フ
レ
」
に
大
別
さ
れ
る
。
①
は

需
要
の
増
加
で
物
価
が
上
が
る
こ
と
で
、

不
完
全
雇
用
で
あ
れ
ば
、
実
質
所
得
は
増

加
す
る
の
で
「
い
い
イ
ン
フ
レ
」
で
あ
る
。

②
は
供
給
側
の
要
因
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
で

あ
り
、
原
油
、
穀
物
な
ど
の
資
源
価
格
の

要
因
と
、
円
ド
ル
相
場
が
影
響
す
る
。

直
近
の
状
況
　

　

財
務
省
は
2
月
8
日
に
２
０
２
１
年
12

月
の
経
常
収
支
（
海
外
と
の
貿
易
収
支
と

所
得
収
支
等
の
総
合
計
）
は
３
７
０
８
憶

円
の
赤
字
で
あ
り
、
貿
易
収
支
は
３
１
８

７
億
円
の
赤
字
で
あ
る
と
発
表
し
た
。
経

常
収
支
の
赤
字
の
原
因
は
貿
易
収
支
の
赤

字
で
あ
り
、
こ
こ
に
日
本
の
ス
タ
グ
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
原
因
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
低
い
日
本
は
、
家
庭
用
か
ら
産

業
用
ま
で
90
％
は
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。

原
油
価
格
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ｗ
Ｉ
Ｔ
価
格

で
み
る
と
、
２
０
２
０
年
代
か
ら
上
昇
し
、

最
近
で
は
70
～
80
ド
ル
に
高
止
ま
り
し
て

い
る
。
日
本
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し

て
い
る
の
に
、
資
源
価
格
の
上
昇
が
、
消

費
者
物
価
の
上
昇
と
な
り
、
文
字
通
り
の

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
最
近
の

特
徴
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
か
ら
原
油
価

格
が
上
昇
し
、
日
本
で
は
ガ
ソ
リ
ン
や
酪

農
食
品
に
関
連
す
る
消
費
物
価
が
上
昇
し

て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
円
の
切
り
下
げ
政
策
　

　

２
０
１
３
年
か
ら
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

異
次
元
の
金
融
緩
和
が
中
核
で
あ
り
、
日

銀
が
円
国
債
や
株
式
投
資
信
託
な
ど
を
買

い
ま
く
っ
て
円
資
金
を
市
場
に
増
や
し
、

円
の
価
値
を
下
げ
る
政
策
で
あ
っ
た
。
金

利
ゼ
ロ
に
近
い
日
銀
マ
ネ
ー
を
借
り
入
れ

た
投
機
筋
が
２
０
１
３
年
に
は
80
円
台
の

ド
ル
を
買
っ
て
円
安
に
持
ち
込
み
、
２
０

１
５
年
に
は
１
２
１
円
ま
で
円
安
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
円
の
最

大
限
で
50
％
近
い
切
り
下
げ
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
原
油
価
格
は
40
～
50
ド
ル
程
度

で
あ
っ
て
も
消
費
者
物
価
に
は
「
悪
い
イ

ン
フ
レ
」
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

日
本
で
は
、
原
油
価
格
と
円
ド
ル
相
場
が

消
費
者
物
価
決
定
に
直
接
影
響
し
て
く
る
。

最
近
で
は
市
場
金
利
の
引
き
上
げ
が
出
始

め
て
お
り
、
今
後
は
海
外
金
利
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
円
と
ド
ル
の
金
利
差
が
円
安
要

因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
上
、
海
外

金
利
の
上
昇
で
円
安
に
振
れ
る
の
を
防
ぐ

に
は
、
日
本
も
「
ゼ
ロ
金
利
の
廃
止
」
な

ど
、
実
質
的
な
金
融
引
き
締
め
を
開
始
せ

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

円
高
の
方
が
実
質
国
民
所
得
は		

増
加
、円
安
で
国
力
と
国
威
が
低
下

　

１
０
０
円
だ
っ
た
円
ド
ル
相
場
が
１
１

０
円
の
円
安
に
な
れ
ば
、
同
じ
商
品
を
買

う
の
に
10
円
多
く
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

輸
入
で
考
え
れ
ば
、
10
円
分
の
外
貨
が
流

失
す
る
の
で
国
家
の
資
産
が
流
失
す
る
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る
実
質
賃
金

指
数
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
２
年

ま
で
の
3
年
間
は
増
加
し
て
い
る
。
円
高

に
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
３
年
間
の

日
本
は
、
民
主
党
政
権
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
意
図
的
に
政
府
が
市
場
に
介
入
せ
ず

に
、
円
高
に
甘
ん
じ
た
時
代
の
方
が
異
次

元
の
金
融
緩
和
で
日
銀
マ
ネ
ー
を
市
場
に

流
し
た
時
よ
り
も
国
民
の
実
質
所
得
は
増

え
る
。
円
安
の
利
点
は
日
本
の
輸
出
業
者

の
手
取
り
が
増
え
る
の
で
、
雇
用
を
増
や

し
て
表
面
上
は
景
気
が
良
く
な
る
よ
う
な

印
象
が
出
る
。
し
か
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
企
業
収

益
の
国
際
比
較
を
す
る
と
、
ド
ル
建
に

な
る
の
で
円
安
分
、
減
額
表
示
と
な
る
。

「
円
安
が
国
威
を
下
げ
る
」
の
だ
。

　

世
界
的
に
著
名
な
投
資
家
、
ジ
ム
・
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
は
「
安
倍
首
相
は
日
本
を
破
滅

さ
せ
た
男
と
し
て
、
歴
史
に
名
を
残
す
で

し
ょ
う
」（
週
刊
東
洋
経
済
、
２
０
１
４

年
12
月
27
日
・
２
０
１
５
年
１
月
３
日

号
）
と
早
く
か
ら
言
っ
て
い
た
。

　

岸
田
首
相
は
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
と
コ

メ
ン
ト
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
新

し
い
資
本
主
義
を
実
行
す
る
の
か
。

新しい資本主義は新しい資本主義は
　　スタグフレーションを　　スタグフレーションを
　　　　　　克服できるか　　　　　　克服できるか


